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授与番号 甲第 1786号 

 

論文内容の要旨 

 

High Prevalence of Cerebral Small Vessel Disease on 7T Magnetic Resonance Imaging 

in Familial Hypercholesterolemia 
（7テスラMRAによる家族性高コレステロール血症の脳血管障害の評価） 

(外舘祐介、上野育子、八代 諭、千田 愛、長谷川豊、小田知靖、長澤 幹、本間博之、

佐々木真理、石垣泰) 

（Journal of Atherosclerosis and Thrombosis 2018年１月電子掲載） 

 

 

 

 

Ⅰ．研究目的 

 

 

LDL コレステロール(LDL-C)の上昇に伴い冠動脈疾患の発症が上昇することが確認されて

いるが，脳血管疾患に対する影響ははっきりしない．そこで，純粋にLDL-C を評価できる

家族性高コレステロール血症（FH）を対象に高LDL-C血症が脳血管に及ぼす影響を明らか

にするために,FH 患者及び健常者対照者に 7 テスラ MRI を用いて頭部 MRI 画像を撮影し,

脳血管病変の比較検討を行った. 

 

 

 

Ⅱ．研究対象ならび方法 

 

 

 当院に受診歴のあるFH患者27名（男性9名,平均 49.7歳）と健常対照者19名（男性6

名,平均 45.4 歳）に対して 7 テスラ MRI を用いて頭部 MRI 画像を撮影し,深部白質病変

(DWMH)側脳室周囲病変(PVH),ラクナ梗塞, ,微小脳出血,レンズ核線条体動脈(LSA)の狭窄

及び湾曲度，中大脳動脈プラーク,椎骨・脳底動脈(VA/BA)プラークについてそれぞれ評価

を行った. 
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Ⅲ．研究結果 

 FH 群と健常対象群を比較したところ,FH 群にて VA/BA プラークが有意に増加していた

(FH 群 13 名,健常対照者群 2 名,p＝0.007).PVH や DWMH は FH 群で増加傾向を認めたが,有

意差は認めなかった.LSA の狭窄率や長さ,湾曲度については,いずれも FH 群と健常者群で

差は認めなかった. 

 

 

Ⅳ．結  語 

 微小脳血管病変やLSAの構造異常の頻度は，FHと健常者群に差を認めなかった．しかし，

VA/BA プラークの出現頻度は FHで有意に高率であった．今回の FHを対象にした検討から

得られた結果から，長期間の高LDL-C血症は脳動脈のプラークを増大させることが示唆さ

れた．超高磁場MRIを用いた解析によって，微細な脳血管病変を評価することが可能にな

り，動脈硬化の予防に向けた早期治療介入が可能になることが期待された． 
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